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三
派
系
(社
学
同
、
マル
字
同
中
核
派
、
社
甘
同
解
以
派
)自
治
会
を
集
め
て
、
昨
年
十
月
結
成さ
れた
全
掌
運再
建
準
備
委
員
会
主
催
に
よる
全
学
運
結

成
大
会
が
、
十
二
月十
七
、
十
八
、
十
九
の
三
日
間
に
わ
た
って
巣
京
太
田
区
民
会
館
、
明治
大
学
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
参
加各
臼治
会
代
議

員
、
評
議
員
に
よ
る総
弛、
情
勢
、
任
務
刀針
に
旦
ワ
て
討論
を
行
な
い
、
準
備
委
貝
会提
集
の総
括
、
惰
勢
、
任
務
万
針
に
関
す
る提
策
を黄
成
一七
八

反
対O
、
保
留
二で
可
決
し
た
。
こ
の
後
、
二十
一人
の
中
央
執
行
委員
、中
央
委
員
、
役
員
を
選
出
し
大
会
を
終
了し
た。
大
会
参
加
は
三
五
大
学
の
七

一自
治
会
一八
二
代
議員
およ
び
娃
へ
一八
〇
Q
人
の
オブ
ザ
ーバ
ー
(主
催
者
側
先
表
)

情
勢
に
対
す
る
指
導
性
を
強
調

大会
は
第
一目
、
太
田
匿
民
会
館
を
会

場
に、
吉
羽
夫
会
実
行
委
員
良
の
開会

宣
認、口から
始
ま
り
、
議
長
団
選
出
、
各

団
体
から
の
挨
拶
を
う
け
た
後
、
議
事

に入
った
。
準
備
委
書
記
艮
秋
山
君
か

ら
寧備
委
会
か
ら
の
総
括
(ω
戦
後学

生還
勤
の
勃
興
と
確
立
②
女
保
闘
争
と

そ
の後
の
闘
い
③
全
学
連
再建
準備
会

以後
の
闘
い
)
が
提
案
さ
れ
、
これ
に

つ
いて
の
討
論
を
行
な
っ
た
。討
輪
の

中
で、
戦
後
学
生
運
勤
の
勃
興期
にお

け
る
「層
と
し
て
の
学
生
還
勤貌
」
の

果し
た
役
割
の
評
価
で
は
ほ
ぼ
一致
し

た
が、
安
保
闘
争
以
後
に
おけ
る
こ
の

論
理
の
試
価
、
と
く
に
二
十
七中
餐十

準

備

大

会

七
回
大
会
の
計
纐
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
三

派
間
に対
立
能
み
ら
れ
、
討
論
は企
く

か
み
あ
わ
ず
、
申
ジ
な
ど
を
き
っか
け

にし
は
し
ぱ
こ
ぜ
り
あ
い
があ
った
。

　

十
八
日
は
会
場
を
明
治
大学
記
念
館

に移
し
た
が
、
学
費
値
上
げ反
対
の

全
学
ス
ト
ラ
イ
ヰ
を
行な
って
い
る

同
大
学
で
の
会
場
使
用
を学
畏
名
で

禁
止
す
る
旨
を
通
告
す
る
ビラ
が正

門
に
張
り
出
さ
れ
、
準
備会
は
参
加

者
に
対
し
て
特
に
無
用
のト
ラ
ブ
ル

を
起
さ
な
い
よ
う
よ
び
かけ
て
い
た

第
二
日
は
前
目
に
続く
討
論
の
後
、

高
橋
準
備
会
副
委
員
畏、
斉
藤
委
員
長

が
そ
れ
ぜ
れ
構
勢
分
析
再遙
全
学
連
の

と

ほ

ぼ

同

内
容

任
務
力
針
を
提
案
し
、
選
管
の
選
出
を

行
って
終
了
。
第
三
日
目
は
会
場
を
再

び
太
田
区
民
会
館
に
移
し
た
。
こ
こ
で

行
な
わ
れ
た
訂
論
は
、
任
務
力
針
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、播
勢
認

識
を
正
当
化
す
る
た
め
の
総
括
討議
の

む
し
か
え
し
と
い
う
感
じ
が
つよ
く
、

全
学
連
と
し
て
活
劾
す
る
こ
と
の意

義
、
そ
の
た
め
の
方
針な
と
をほ
とん
　

ど
明
bか
に
で
き
な
か
っ
た
。こ
のた

め
大
会
は
準
備
会
績
成
大
会
の
二蚤
せ

ん
じ
の
感
を
強
く
与
え
た
。

大
会
終
了
を
目
前
に
して
、
十
二
・

八
全
同
統
一行
勤
に
おけ
る
準
備
会

の
動
き
を
批
判
し
た
泉大
医
学
部
代

議
員
橋
本
君
の
発
言
を
め
ぐ
って
、

「
社
学
同
、
マル
同
系
代
議
員
会
で
こ

ぜ
り
あ
い
を
起
こ
し
、
約
二
十分
謡

事
が中
断
さ
れ
た
。

三時
に
討
論
は
打
ち
切
りれ
、
総
拮
・

情
勢
・任
務
力
針
案
採
択
に
移
り
、
準

備
委
提
案
を
賛
成
一七
八

反
対
○

保
留
二で
採
択
。
山
梨
大
、
三
重
大
、

和
歌
山
大
な
と
旭
力
大
寧
か
ら
の
闘
争

報
告
のあ
と
中
央
執
σ
委
貝
二
十
一人

を
え
りん
た
。
こ
の
中
で
役
員
を
選
出

し
、
中
央
安
員
を
指
名
。
さ
ら
に
個
別

共
闘
を鮭
め
る
提
条
、
日
教
組
闘債
支

持
決
議
、
東
交
闘
靖
、
東
学
館支
持
決

議
と
民
南
系
、
革
マ
ル系
全学
連
に対

す
る
呼
び
か
け
、
原
潜
寄
港
抗
議
の
狩

別
決
議
を
拍
手
で
採
択
し
た
。
委
員
長

挨
拶
、
大
会
宣
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
ギ
択

に
よ
って
六
時
半
全
議
事
を
終
了
し
た

選出
さ
れ
た
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

委
員
長
副
要員
長

書ギ難
{

情
軍部
長

紅
織
部
長

共
闘部
長

国
際
部
畏

執
行
委
局
員
青
木

〃

斉
藤委
員
長
挨
拶

保
全
亭
超の
再
版
で
は
な
く
、
新
し

い学
生
運
鋤
創
造
に
む
け
て
努
力
し

て
き
た
。
六
十
五
年
原
潜
闘
争
、
佐

藤
内
閣
の
成
立
を
き
っか
け
に
、
攻

撃
の
必
要
を
自
寛
し
て
、
六
十
五
年

都
学
連
を
再
建
し
、
京
都
府
学
連
と

と
も
に
戦
醐
的
学
生
運
動
の
存
在
を

示
し
て
き
た
、
再
建
さ
れ
た
全
学
連

斎
藤
克
彦
(明
治
さ

高
僑
孝
着
(早
稲
田
)

蒲
池
裕
治
(同
志
社
)

秋
山
勝
行
(横
国
大
)

山
口
紘
「

ノ

(法
政
大
)

吉
羽

忠
(東
工
大
)

中
沢
満
正
(明
治
大
)

北
村
行
夫
(早
稲
田
)

石
井
保
夫
(国
際
学連
)

忠
(広
島
大
)

佐
竹

修
(辛
天
)

我
々
は
単
な
る
安

十九
日
(木
)

田
村
松
平
教
授
定
年

退
官
謂
義
「ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
現
代

部
物
理
学
」
教
養
D
二十
一番
教
室
で

三時
か
ら

は
七
十
年
安
保
改
定
阻
止
に
む
け
て

の部
隊
で
あ
る
ζ
と
を
確
認
し
た

い。
再
違
を
か
ち
と
った
こ
と
を
心
か
ら

よ
ろ
こ
ぶ
と
と
も
に
、
我
々
は
い
ま

だ
全
国
学
生
に
影
響
力
が
あ
る
と
は

い
え
な
い
こ
とを
自
覚
す
る
。
栄
光

を
か
す
め
と
って
き
た
革
マ
ル
、
民

冑
の全
学
連
か
ら
学
生
を
解
放
)、

百
方
の全
学
連
だ
発
展
さ
せ
て
ゆ
こ

う
。
決
し
て
裏
切
る
こ
と
な
く
、
一

層
の前
進
を
か
ち
と
って
ゆ
く
こ
と

をこ
こ
に
竃
雷
す
る
。

耀
進
学
届
受
付
中

文
ほ
と
ん
ど
が
未
提
出

教
養
課
根
か
ら
専
問
課
程
への
進
学
に

舗難
礫
難麟
畿
講
が
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
場
合
に

と
の
こ
と
で
、
提
出
用紙
は教
養
部
第

は
最
終
的
に
三
月
初
旬
に発
表
さ
れ

二
教
務
掛
で
交
付
さ
れ
て
おり
、
学
部

舞

鰯
穿

奮

せ
よ
露

室
.
提
出
す
る
こ
と
にな
。て
い

12・21

藤
枝
君
.♂
公
判
開

か
れ
る

昨
年
五月
二十
五
日
制
服
警
宮
立
入
事

件
に
公務
執
行
妨
署
罪
で
九
月
十
七
日

起
訴
され
た
藤
枝
融
君
(農
学
部
;
回

生
)
の第
一回
公
判
は
十
二
月
;
十
一

日
午前
九
時
半
よ
り
京
都
地
裁
第
二
十

七
号
法廷
で開
か
れ
、
被
告
人
認
定
の

後
起
訴
状朗
読
に
移
り
被
告
異
議
申
立

が
あ
り同
十
時
半
閉
廷
し
た
。

今
回
の裁
判
に
備
え
て
教
育
学
部
自

治会
を
中
心
に
旱
期
か
ら
裁
判
対
策

委
員
会が
組
織
さ
れ
冒
頭
陳
述
書
の

作
成
を
急
いで
い
た
が
、
こ
の
日
の

情勢報告をする高櫓副委員長(太田区民会館)

 

学
費
値
上
問
題

理
事
会
学
生
側
に
交
渉
申
込

明治大学

十
二
日
明
拍大
学法
人

押
事
会
(神
田駿
河
台
)

は
、
全
学
闘争
委
員
会
に

、
こ
れ
ま
で本
部
内
(バ

リ
ヶ
ード
内)
で
の
拒
絶

し
て
き
た大
衆
交
渉
を
、

十
八
日
に
行
な
つ
こ
とを
申
し
込
ん
で

き
た
が
全
学
闘
争委
の力
で
は
、
学
生

の
交
娑

求
を
拒
合し
て
き
た
肖
局
の

剛

今
度
の
態
度
は
、対
外
的
ポ
ー
ズ
で
あ

辮

・
、
長
響

延ば
・
垂

側
の
疲

便

労
を
待
つ
従
来
の態
度
キ
少
し
も
変
わ

蟹

・
は
な
い
も
の
・み
て
い
る
が
、
二
+

覇
雛
熾雛
難

胴

網方
、教
授
会
窺

・
と
期
李

ス

阿

ト
延
期な
と
を
決
疋
し
て
お
り
、
今

便

後
入
学試
験
な
と
に
も
影
饗
与
え
る

佃

と
し
て字
生
側
の
バ
リ
ケ
ー
ド
撤
出

の
説得
エ
作
に
て
て
い
る
か
、
闘
争

委
、牛
生
た
ち
は
、
こ
れ
は
当局
と

教
授
会
長
期
化
工
作
と
し
て
、
これ

に対
し
て
解
決
へ
の
焦
点
を
絞
「て

いく
力
針
を
検
d
し
て
い
る
。行
翌

口ぢ

学
生
の
暴
力
と
、
機
動
隊導
入
の危

4

機
も
冨
った
のけ
で
は
なく
、
一、

　3

鳶

に
は
昊

高

繋

廻し
た
状

-

態
が
続
く
も
の
と
み
られ
る
。

第

明
禰大
学
で
は
授
黛
料値
⊥
げ
反
対
闘

争
が
全
宰を
あ
げ
て團
わ
れ
て
い
る
。

す
で
に
本
鄙
管
財
滅を
出
拠
し
て
令
学

闘
争
安
員
会
か
鮎威
さ
れ
、
和
築
(教

だ
)
q
旧
(興)
吻地
ト
に
も
地
区
闘

,

争
賓
員絵
か結
成
さ
れ
て
い
る
。

-

教良
鰯
11
八ー
〈の
い
る
和
泉
て
も

で

授業
刑
値
⊥
げ
に
反
対
し
て
十
一月

二十
四
H
か
らス
ト
に
宏
入
し
て
い

泥
沼
化
阻
止
へ
全
カ
ー
学
生
側

る
が
、
去
る
十
五
日未
明
完
全
武
装

し
た
右
翼
学
生
約
八十
人
が
ト
ラ
ソ

ク
等
に
分
乗
し
て
正門
前
に
乗
り
つ

け
、
警
瓶
に
当
た
って
い
た
学
生
三

人
に
対
し
、
裸
にし
手
を
後
に
縛
り

爾
竹
で
な
ぐ
る等
し
て
、
う
ち
二
人

に
曵
傷
を
負
わせ
た
。
議
た
正
門
脇

の
守
衛
室
のガ
フ
スを
割
り
、
時
計
一

等
の
備
品を
破
壊
し
(時
計
は
乱
入

し
た
時
刻
四時
二十
分
を
さ
し
て

止
っ
て
いる
)
バリ
ケ
ー
ド
を
破

壊
し
、構
内
の
水
銀
灯
、
電
源
室
の

窓
が.フ
ス等
を
破
壊
し
た
。
更
に
こ

れ
り学
生
は
校
舎
入
口
に
危
ら
れ
た

バリ
ケ
ード
破
壊
を
行
な
お
う
と
し

た
が
、泊
り
込
み
の
学
生
に
よ
っ
て

果し
得
ず
退
散
し
た
。

こ
の事
件
捜
食
の
た
め
警
察
当
局
は本

格
的
では
75い
が
、
既
に
所
轄
智
囚
の

警魯
か勤
き
出
し
た
。
ま
た
理
學者
側

にも
ス
ト
か
】カ
月
此
く
に
な
るな
と

で
、
十
冗
日
一力
的
に
授
茉
料値
上
げ

(平
均
パO
%
の
値
上
げ
)
を
決め
た

こ
と
な
ど
か
ら
見
て
も
あ
せ
りが
見
ら

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
スト
で闘
っ

て
い
る
掌
生
大
搬
は
、
こ
の
一方
的
決

疑
に
関
し
て
、
七
∴
協
定
(授
兼馴

問
題
は
学
生
、
教
授
会、
理
事
会
の
間

で
話
し
合
っ
て
解
決す
る
)
遣
反
、
峯

た
去
る
三
十
七
年に
理
事
者
側
が
学
生

側
に
今
後
四
年
間は
授
業
料
を
値
上
げ

し
な
い
と
公
約
した
こと
に反
す
る
と

し
て
強
く
反
発
し
て
いる
。
こ
の
三
十

七
年
の
公
約
の件
に関
し
て
も
理
事
者

側
は
「あ
れ
は学
畏
の発
言
で
あ
って

理
事
会
の
見
解
では
な
い
」
と
鎮
否
し

て
い
る
。

交

渉
継
続

で

学
生
ス
ト
解
除

学
名
変
更
問
題
を
め
ぐ

う
て
スト
ラ
イ
キ
に
突
入

し
て
いた
大
阪
学
芸
大
学

さ
れ
　
セ
　
し
て
　
な
し
た
こ
と
はへ

購罐霧

鴛
ム

中
央
大
学
学
館
闘
争
は
昨
無
十
二
月
八

日
学
生
約
四
干
人
と
字枚
当
局
側
ム学

部
長
、
理
學
ら
と
の
間
で行
な
わ
れた

大
型
団
交
で
、
学
校
側
が
七
月
の
強
竹

仮
入
館
者
処
分
(二十
人
)の
白紙
徹
回

は
こ
の
よ
う
な場
では
行
な
え
な
い、

予
算
椎
・人
事権
な
ど
は法
人
決
足
事

項
で
あ
る
な
ど
の
事突
上
の白
紙
回
答

を
行
な
っ
たた
め
、
全
字
中
央
闘
争
妻

は
五
日
の連
合
目治
委
総
会
に
ス
ト
椎

確
立
(九
上、
二
四、
=
)
に
従
っ

て
無
期
限
スト
ラ
イ
干に
入
って
い

た
(既
報
)
。

萱

学
館
浬
墓

饗

は規
約
、
悟

以
米
父

ト
に
入
。
、学
生
皇

人
事
、
予
算
、
構
成
メ
ン
バ
ー等
を

決
定
で
き
な
い
ま
ま
学
館
が完
成し

学
生
が
強
有入
館
し
た
た
め
、
二十

人
(つち
停
退
字
十
四
人
)
の処
分

者
が
出
た
。

全
学
中
央
闘
争
委
員
会
は
、
学校
側
に

十
二月
十
四
日
、
団
交
を
申
入
れ
たか

学
校
側
は
会
場
を
バ
リ
ケ
ード
外
に

す
る
こ
と
を
固
執
し
成
功
しな
か
った

た
め
、
こ
の
あ
と
十
七
日、
団交
を
持

つ
よ
う
に
全
中
闘
は
再
度
申入
れ
た
。

こ
の
間
に
十
日
、
学
生
協
議
会
(国民

系
)
を
中
心
と
す
る
学
生
約
ハ十
人
が

バ
リ
ケ
ー
ド
破
り
を
試
み
たが
、
全
中

闘
は
二
人
の
ケ
ガ
人
を
出
しな
が
ら
こ

れ
を
ふ
せ
い
だ
。
こ
う
し
て
、十
二月

カ
リ
キ
,ラ
ム
を
作
成
し
、
講
演会
、

ク
フス
・ゼ
、ミ討
論
な
と
を
行な
い冬

を
越
す
か
に
み
え
た
が
、
十
二
月
二十

五
目
、
学
生
側
と
理
購
・教
授
側
の
最

終
的
な
話
合
い
で
意
見
が
一致
し
、十

一六
黒

り
に
急
拠
解
馨

た
・

そ
れ
に
よ
る
と
①
学
生
会
館
の
管
埋

に
っ
い
て
は
、
学
生
代
表
だ
け学
館

響
理
運
冨
套
員
会
を
設
置
し
、
職員

人
事
や
予
算
、
会
館
の
使
用
原
則
に

つい
て
は
、
今
後
、
大
学
当
局
と交

渉
す
る
こ
と
、
②
光
熱
費
な
ど
の
学

館
管
埋
費
と
し
て
年
間
千
二
百
力
円

の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
等
の
学
生
の自

t
活
動
費
と
し
て
年
間
七
百
万
円を

予
算
計
上
す
る
こ
と
、
③
学館
内
の

サ
ー
ク
ル
等
の
カ
'
は
学
生
側
が
、

学
館
入
口
の
カ
ギ
は
学
校
側
賦員
が

管
理
す
る
こ
と
な
と
が
取
り決
め
ら

れ
、学
生側
の
要
求
が
大
幅
に
受
け

入
れら
れ
、
実
質
的
な
学
生
単
独
管

理が
承
認
さ
れ
た
形
と
な
り
、
今
後

、
全
国
の大
学
で
表
面
化
し
て
き
て

いる
学
館
紛
争
に
「中
大
方
式
」
と

し
て
、新
た
な
注
目
を
集
め
る
も
の

と
思
われ
る
。

学
生
側

公
判
にも
同
委
員
会
の
下
に
五
十
名

余
り
の学
生
が
結
集
し
、
入
廷
前
に

検
祭
側
の不
当性
を
弾
効
ず
る
意
志

統
一の後
裁
判
に
臨
ん
だ
。
ま
ず
学

生
側は
今
回
の
事
件
の
相
互
規
定
性

即
ち警
冒
が構
内
に
立
ち
入
ら
ね
は

検
察
側
の王
張
す
る
傷
害
事
件
は
当

然
発
生し
な
か
った
こ
と
さ
ら
に
官

憲
の
大学
介
入
し
た
こ
と
、
そ
の
名

日
が
巡回
連
絡
で
あ
ろ
う
と
r
に
よ

る
実
質的
な
大
学
目
治
破
壊
1
こ
の

こ
と
はす
でに
戦
前
の
フ
ァ
ツ
シ
ズ

ム
の
大学
介
入
こ
す
で
に
実
証
済
み

で
あ
る
ーを
公
務
執
行
と
規
定
し
て

い
る
こ
とを
ま
張
し
て
起
訴
却
下
を

ー

嘩肋

冬休
み
中
、
ア
イ
ス
ホ
ソ
ケ

鰭灘
一フ

ム
け
い
　
む
　
リ
ヘ
ム
　
む
　

漱載
耀
盤
鹸
諺

目
であ
る
ヲ
イ
ス
ホ
ソ
ケ
ー
で
は
北
大

と
と
も
に同
率
ト
ソプ
に
な
っ
た
が
、

減
漁
が多
か
った
た
め
二
位
に
と
と
ま

っ
た
。全
関
西
学
生
氷
上
(ス
ピ
ー

ド
)競
技
選
手
稔
大
学
に
出
場
し
た
ス

ケ
ート
部
は
入
幽
者
を
出
す
事
が
で
き

な
か
った
。

圃
(本
部
・大
阪
天
王
寺
区
南
河
堀
町
)

では
、
学
長
団
交
な
ど
を
焦
点
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
下
旬
に
学

校
側
が
字
生
と
詔
合
う
こ
と
加約
束
し

た
た
め
に
学
生
側
は
ス
ト
を
解
除
し

た
。
冬
休
み
明
け
現
征
、
学
校
側
も
学
生側

も
事
態
収
拾
の
方
向
に
む
か
っ
て
平
常

通
り
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が、
今

後
学
生
の
処
分
な
ど
を
め
ぐ
っ
て交
渉

が
も
た
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

曹医
学
制
改
革
に
新
動
向

東京医歯大

当
局

全国
のイ
ン
タ
ー
ン
制

鹿薩
闘
箏
に
先
が
け
て

、
東
京
医
科
歯
科
大
学

では
医
学
部
の
昨
年
十

二月
の
二十
八
日
間
ス

ト
、
お
よ
び
歯
字
、
教

養
な
と
の
支
援
ス
ト
に

より
「イ
」
制
を
頂
点
と
し
た
医
掌
制

度
改
革
運
勤
も
新
た
な
動
き
を
見
せ
て

来
た
。
ス
ト
期
間
中
、
医
¥
連
冴
医
連

と
大
学
医
育
者
当
局
と
の
二
展
に
渡
る

要
望
書
なら
び
に
回
答
書
の
交
換
が
そ

れ
で
あ
り
「六
項
目
要
求
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
今
年
展
国家
試
験
ボ

イ
コ
ノト
(以
下
国
ポ
と
す
る
)
を

決
議
し
笑
行
す
⇔
研
修
医
の自
校
、

他
校
の
区
別
な
く
研
修
を
認
め、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
冷研
修
医

に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
たも
の
を
一バカ

青
医
連
の
切
崩
し
も

月
毎
に
青
医蓮
医
歯
大
文部
と
剤
院

長
と
の
聞
に契
約を
結
び
実
行
す
る

こ
と
。
ア
ルバ
イ
ト
の週
二日
制
、

休
暇
に
っ
いて
こ
れ
を
認
め
る
こ
と

研修
医
の
活
勤
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
部屋
、
内
部
施
設
の
允
異
を
図

る
こ
と、
「イ
」
制
完
廃
を
確
認

し
、
卒
後
一切
の
罰
則
を
伴
う
法
律

的
義
務
剛修
練
制
肢
に
反
対
す
る
こ

と、
研
修
活
勤
に
関
す
る隈
生
、
文

部
'で関
係
そ
の
他
の
事
項
は
全
て
、

当
支
部
を
遽
じ
て
検
d
処
弾
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
ほ
ぽ
同
蛍
を
褐
た
が
、
な
お

研
修
医
曳
入
れ
に
つ
い
て
各
科
教
授

と
の
十
分
な
話
レ
合
い
、
ま
た
自
⊥

力
"
に
関
し
て
も
研
修
医
の
意
向
を

考
慮
し
つ
つ
も
角院
側
で
決
疋
す
O

こ
と
、
研
修
医
し
か
か
わ
る
こ
と
が

あ
って
も
厚
生
、
文
鄙
ての
他
関
係

事
務
鎖
項
は
、
病
院長
に
お
いて
処

理
す
へ
き
だ
と
し
て
いる
。

こ
の
よ
つ
な
医
歯
大
の動
向は
、
全
国

各
大
学
で
見
ら
れ
る
。
「イ
」
制
の
根

本
的
解
決
に
は
今
後
多く
の日
時
と
、

脇
広
く
根
強
い
還
勤
が政
府
に
対
し
て

も
、
大
学当
局
に対
し
て
も
必
嬰
視
さ

れ
て
い
る
。
「自主
カリ
」
は
そ
の
よ

う
な
体
制
、
医局
ヒ
エラ
ル
キ
ー
に
対

決
す
るも
の
とし
て
そ
の必
要
性
が
大

い
に
叫
は
れ
てお
り、
ま
た
、
「イ
」

制
に
立
脚
する
国
試
をボ
イ
翠ノ
ト
す

る
体
制
僧固
める
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
。
既
に
願書
提
出
を
一カ
月
後
に

三
月
の
国試
を
控
}へ
病
院
長
宛
に
、

厚
生
省
なと
か
b国
家
試
験
を
受
験
す

る
よ
う
仕力
が強
め
ら
れ
て
お
り
、
病

院
当
周並
び
に医
育
省
が
爵
医
連
な
と

の
組
織
切り
崩
し
セ図
って
い
0も
の

と
思
わ
れる
。

起
訴
却
下
を
強
く
要
求

要
求
し
た
が、
検
祭
側は
こ
れ
を
拒

否
し
て
長期
裁判
闘
争が
決
定
的
と

第
二
回

16

日
ぶ
り

に
解
決

学
生
の
自
主
管
理
案
中
大
方
式
通
る

な
っ
た
。

公
判
は
二
十
七
日
に

25
日

同
学
会
岱
貫
大
会

16い

常
任
責

憲

出

誉
員長
に
山
本
君

去
る十
二月
十
六
日
、
改
選
後
初
め
て

代議
員
大
会
が
開
か
れ
同
学
会
常
任
委

員
が選
出
さ
れ
た
。

委
員
畏

山
本
正
志
君
(理
皿
)
、

副委
員
長

青
木
士
介
君
(経
皿
)

書記
長
豊
下
楢
ウ
君
(農
皿
)
、

文化
部
畏

井
上
吉
郎
君
(農
豆
)

厚
生
部
長

氷
田
兀康
君
(工
皿
)

ス
ポ
ーツ
部
長

申
山
和
弥
君
(工

1)
、
会
計

浜
川
澗
君
(法
皿
)

にそ
れ
ぞ
れ
決
ま
った
。

こ
の結
果
裁
判
闘
争
は
第
二回
公
判
に

持ち
越さ
れ
た
圃
頭
陳
述
書
の
論
理
性

と
す
で
に起
訴
状
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

検
察
側
の国
家
准
力
の
下
で
の
全
面
的

な
論
理性
の放
棄
即
ち
罹
力
の
思
想
性

と
の
対
決を
焦
点
に展
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。裁
判
対
策
委
員
会
で
は
起

訴
状
に
おけ
る
検
祭
側
の
思
想
性
"
梶

力
の
思
想性
11論
理
性
の
全
面
的
放
棄

を
裁
判
闘
争を
通
じ
て
暴
露
す
る
中
で

一被
告
対国
家
権
力
では
な
く
て
ま
さ

に
権
力対
学
生
(大
学
自
治
)
の
視
点

か
ら対
椎
力
1ー
自
立
思
想
の
形
成
と
こ

れ
に
基づ
く
主
体
的
な
裁
判
闘
争
参
加

を
組
織
し
て
いく
と
同
時
に
検
察
側
の

意
図
す
る国
家
秩
序
内で
の
裁
判
"
国

家
櫨
力
の思
想
性
の
下
で
の
裁
判
を
打

破す
る
た
め
に裁
判
への
大
衆
行
動
の

組織
化
を
中
心
と
し
た
裁
判
戦
術
を
展

開
し、
一月
二十
五
日
に
は
学
内
で
模

擬
裁判
を
開
き
、
実
質
的
な
裁
判
闘
争

に
入
る
一月
二十
七
日
の
第
二
回
公
判

に
向け
還
動
を
組
級
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

模
擬
裁
判
を
予
定

中央大学

十
∴
月
∴十
五
目
、
中

央
左
≠
(東
泉干
代
田
神

田
駿
河
台)
で
は
学
生
会

餌
全
7
甲央
闘
贋
委
員
会

と
教
授
会
理
事
会
側
と
の

聞
で学
生
会
館
の
営
理
運

営
問
題
で
語
し
合
炉
が
一致し
、
二辺

}間
余
に
も
た
る
学
館
紛
争は
学
生
側
の

要
求
が
大
幅
に
入
れら
れ
、
即
日
闘
争

委
は
ス
ト
を
解
除し
た
。畏
期
的
な
様

相
を
見
せ
て
い
たこ
の紛
争
は
「中
大

方
式
」
と
呼
はれ
る
運
営
方
法
が
採
用

併
任

結
核
研
所
長

長
石忠
三
(績

核
研
教
授
)

農
助
教
授
上
山昭
則

(農
附
属
農
薬
研
施
設
助
教
授
)
農

准
授

深
海
浩
(農
附
属
農
薬
研
教

授
)

工
研
教
授

林重
憲
(工
教
授
)

評
議
員

小
松
醇
郎
(運
教
授)
教

育
助
教
授

上
田
閑
照
(教
養
助
教
授

)

医
位
属
皮
膚
病
特別
研
施
設長
西

西
占
貞
(医
付
属
皮
膚
病
狩
別
研
施
設

教
授
)

工
付属
超
高
温
プ
ラ
ズ
マ研

施
設

林
璽
憲
(工
教
授
)

医
付
属

助
産
婦
学
校
長

西
村
敏
雄
(医
教
授

)

評議
員
米
谷
栄
二
(エ
教
授
)

保
健
留
理
セ
ン
タ
ー
助教
授

対
馬

忠
(文
助
教
授
)

教
養教
授

中
壇

自然
2朋
170円
中央公騰社

花

粉

の

生

涯
号
蓬
奨

　
ぬ
　
　
の
コ
ン
ト
ロ
セ
ルは
ロ
　
で
あ
る
か

轟
難
難
識
麟

粒
子
ー
反
粒
子
の
対
称
性

パ
リ
テ
ィ
事
件
の
そ
の後
を
追
う
森
田
正
人

鳥
の
一巣
卵
数
の
進
化

蝋
山
朋
雄

海
の
放
射
能
汚
染
研
究

市
川
婁

計
算
機
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
舞
和
人

酬諺
影

識
砺
欄頒
編
賑
翻
朔

オ
ペ
ロ
ン
説
の
系

譜
松
袋
三

正
宰
(薬
教
授
)

評
議員

赤
井
重

恭
(農
教
授
)

教
養
助
教
授
紫
田

滴
(教
育
助
教
授
)

工
付
属オ
ート

メ
ー
シ
ョ
ン
研
施
設
教
授
近
藤
文治

(工
教
授
)

基
物
研
教
授
片
山泰

久
(工
教
授
)

法
部
艮
畏
浜
政
舟

(法
教
授
)

配
置
換

工
付
属
オ
;
ト
メ
ー
シ
コ
ン

研
施
設
教
授

花
房
秀
郎
(忌
都繊
工

}大
工
芸
教
授
)

教
養
助
教
授

佐野

哲
郎
(神
大
教
獲
助
教
授
)
化
研
助

教
授

小
谷
寿
(工
助
教
授
)

工教

授

片
山
泰
久
(基
物
研
教
授
)

発
令

医
部
長

浅
山
亮
二
(医
教

授
)

農
付
属
農
楽
研
施
設
長
赤
井

璽
恭
(農
教
授
)

防
災
研
付属
潮
岬

岡
力
実
験
所
長

石
原
藤
次
郎
(工教

授
)

星

課
長

中
野
六郎
(字
生

部
次
畏
)

鼻
任
理
教
授

亀
井
節
夫
(理
助
教

授
)
阪
大
基
礎
工
教
授

坂
和
愛
掌

(工
助教
授
)

教
養
助
教
授

大
谷

晋
一
(教
養
講
師
)

工
助
教
授
.
田

蝕獲
馳

簾
助鍛
}

河原
林
研
(東
大
教
養
助
手
)

九

大理
教
授

丸
森
寿天
(理
助
教
授
)

京
大保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
助
教
授

講
釈
露
駁
養鋤肇

驕
属
額

嚢

教
授

富

俊
允

ハウイ
ル
ス
研
助
教
授
)

工
助
敦
授

畜
梢
(工
譜
師
)

十
六
教
授
が
定
年
退
官

⑲
日
か
ら
退
官
講
演
続
く

本
年
度内
に満
六十
三歳
にな
る
教
官

十
六
人
が
、
三
月末
を
も
って
い
っせ

い
に
退
官す
る
こ
と
にな
って
いる
。

理
学
部
は
そ
の
うち
六
人
も
の
教
冨
が

定
年
退
官
で
一度
に
多
く
の
権
威
を
矢

う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た文
学
部
の
古

堀
江
保
蔵
教授

(経
済
学
部
、

経
済
虫
)
明治
三
十
七
年
一月
五

日
誕
生

昭和
三
年
京
大
経
済
字

部
卒
業

同
五
年
京
大
大
学
院
卒

業

同
二
十
年京
大
経
済
学
部
教

授

二
十
二
年経
済
博
士

二十

九
年
～
三
十
一年
経
済
字
部
長

三
十
八
年
～
四十
一年
図
書
館
退

退
冨
後
は
京
都
産
業
大
学
経
冨

学
部
教
授
に
な
る
予
足

　
川
幸
次
部
教
授
、
工学
部
桜
出
一郎
教

授
、
医
学
部
稲
田教
喪
な
ど
世
界
的
に

も
有
数
の
学
者
が
本学
から
退
職
す
る

乙
と
に
な
っ
て
いる
。各
教
冒
は
そ
れ

ぞ
れ
退
官
に
際
し
て
〃退
官
講
演
"
を

予
定
し
て
い
る
が
、現
在
わ
か
って
い

る
と
こ
ろ
で
は
次
の
と
おり
。な
お
、

退
冒
教
冒
氏
名
、
略
歴
は次
月
に掲
戚

予
竃
で
あ
る
。

文
学
部

雷
川
幸次
郎
教
接

二月

一日
「杜
用
の
詩
と詩
論
」

中
幽

信
太
霧

授

再
二夫

具

シ

ェク
ス
ピ
ア
と
詩
」

経
済
学
部

堀
江
保蔵
教
授
一月
二

8品 付900円 よ り

ご 飯 付600円 よ り

〃600円 よ り

〃700円 よ り

席
き
き
き

;

就

 会
肉
隔
賜

大 広 聞 ・…100名 様 迄

lI他大小袷数室あり

1000円 よ り

750円 よ り

 

　

　

本
付
本
付

2
物
2
飲

酒
果
酒
ご

く

く

席
会
き
会

宴
す
宴

会
御
肉
御

円山公園藤の棚前

円 山観光 会館
電(56)0026

 

十
五目
一時
よ
り
法
経
七
教
室
「日

本
経
済
史
にお
け
る
〃駅
"
」

教
餐
部
田
村
松
平
教
授

一月
十

九
日
三時
よ
り
D
二十
一教
室
「ア

リ
ス
ト
テレ
ス
と
現
代
物
理
学
」

理学
部

田
中
正
三
教
授

な
し

市
川
衛
教
授

内
田
洋
一教
授

田

申
憲
三教
授

中
村
健
児
教
授

新

薯
躍
教
授

来
冠

工
学
部
桜
出
一郎
教
授

林
電徳

教
授
来
燈

農
学
部
く,村
駿
一郎
教
投

な
し

医
学
部

稲
田務
教
授

入
疋

薬
学部

富
田
碑
雄
教
授

末
疋

給
板研
費
所

柏
田
三
郎
奴
撲

入

定

採
用

工
付
属
超
高
温
プ
ラ
ズ
マ
研
施

設

宇
高
光
治

辞
職

勝
守
寛
(工
助
教
授
)

窯

寒

、特

、犠島
卿

林
宗
市

(化
研
)

42

・
1

。
25
～
43

.
-

。
24
ま
で
振
動
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ

る
分
子
結
晶
の
研
究
の
た
め
U
S
A
へ

武
内
義
範

(文
教
授
)

42

。
-

・

27
～
42

9

・
15
ま
で
宗
教
学
の
研
究

お
よ
び
講
義
の
た
め
欧
米
へ
、
西
占
貞

(医
教
授
)

42

・
1

・
18
～
43

・
2

14
ま
で
ラ
イ
病
の
研
冤
の
た
め
東
南

ア
ジ
ア

へ

笹
協
貞
雄

(
理
助
教
授
)

昨
年
、
京
大
で
行な

国
わ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
テ
ィ
ー
チ
イ
ン
で

桑
原
武
夫
氏
は
次
の

蓼
寒
こ
と
を
指摘

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
〃お
か
し

い
"
戦
争
が
続
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
若
い
世
代
な
ぞ
に
ニ
ヒ
リズ
ム
が

み
え
始
め
る
の
が
心
配
だ
、
と
。も
ち

ろ
ん
〃お
か
し
い
"
と
い
う
こ
とが
構

造
的
分
析
ぬ
き
に
提
出
され
て
いた
よ

う
だ
った
し
、
解
決
の
た
め
の行
動
が

や
は
り
ぬ
き
に
さ
れ
て
い
た
かぎ
り
、

の
よ
う
に
云
う
だ
け
で
は無
意味
た

と
、え
る
人
達
も
多
い
こ
とだ
ろ
う
▼

ベル
グ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
「父
い」
と
は

言
集
な
り
行
為
な
り
が、
そ
の内
含
で

あ
る
事
象
を
は
な
れ
て
一人
ある
き
し

始
め
る
こ
と
(た
と
え
ば
シ
ャレ
の類

い
)
に
対
す
る
、
社
会
の矯
止手
段
で

あ
る
。
お
か
し
い
こ
と
は
文
字
ど
おり

お
可
笑
し
い
こ
と
で
あ
る
へ
き
だ
。例

え
ば
マル
ク
ス
の
著
作
に
請
謬
が
横
溢

し
て
いる
よ
う
に
資
本
主
義
体
制
のブ

ルジ
ェア
的
物
化
(ひ
と
り
あ
る
き
)

は笑
いと
は
さ
れ
る
へき
も
の
で
あ
っ

て
、
この
よ
う
に
い
う
こ
と
は
、
革
命

を裏
づけ
る
も
の
で
こ
そ
あ
っ
た
に

ち
が
いな
い
。
ヤ
ヤ
コ
シ
く
な
る
の
は

〃革命
的
空
語
"
な
ん
ぞ
と
い
う
も
の

が存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

から
のこ
と
た
▼
同
じ
共
同
体
に
厨
さ

な
いも
の
は
、
同
じ
こ
と
も
お
か
し
い

と
感じ
な
い
場
合
が
あ
る
と
ベ
ルグ

ソ
ンは
指
摘
し
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば

「矢
い」
は
、
み
し
め
た
り
し
い
身
内

意
講
の確
か
め
合
い
で
し
か
な
い
場
合

が
ある
。僕
ら
の
ま
わ
り
の
党
派
の
中

一で
も、
誠
実
な
挑
戦
意
欲
を
持
た
な
い

一解
し
て、
身
う
ち
の
興
さ
め
な
イ
ヒ
ヒ

笑
い
をす
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
確

認
し
てお
こ
う
、
た
と
え
そ
れ
が
軽
率

で
あ
ろ
うと
も
、
誠
実
な
挑
戦
と
し
て

口積
極
的
に
のみ
「笑
い
」
は
あ
る
へき

だ
。
そ
うし
て
、
い
か
な
る
・昌辞
を
は

い
て
いる
部
分
であ
ろ
う
と
、
ふ
り
か

え
っ
て
み
て、
そ
の
よ
2
、5「笑
い
」

を
伴
な
っ
て
いな
いな
ら
、
,ての
言
餅

は
放
榔す
る
に価
いレ
な
い
か
検
討
し

て
し
かる
へき
では
な
いか
▼
「前
む

き
に
検
訂
しま
す
」
と
いう
答
弁
が
行

わ
れ
たら
、彼
を
咲
笑
で
つつ
ん
で
し

ま
お
う
。
「学
電
自
治
に
つ
い
て
の
見

解
」
な
んぞ
と
いう
、
「教
授
」
と
い

う
名
か
り
導き
出
さ
れ
る
甘
った
れ
た

意
識
に
よ
っ
て作
文
さ
れ
た
、
彼
害

者
意
融
既
盛
で、
七
の上
で
いま
さ
ら

「学
生
と
の
コ
、、こ
一ユケ
ーシ
ョン
を

深
め
る
へき
であ
る
」
な
ん
ぞ
と
恥
し

げ
も
な
く
い
っ
て
いる
又書
は
、
ま
ず

第
一に
こ
の
咲
笑
に
曝さ
れる
へき
で

あ
る
.

羅
難羅

覇
=冠
謎
瀬

綴
篇離
騨
雛
講

諜

学
英
語
の
解
釈
研
究
絵
麺

題蟻
鍵
認

化
学
ド
イ
ツ
躇
の
解
釈
研
究

訟
臨
蛮
舞

硬

竪
癖
膠醸

肋

木
田茂
夫
著

無
楯
化学
全
般
を
相
互
の
関
混性
に
留
意
し

閻
題内
容
の
理
扉
に
重点
を
お
い
て
詳
説
四
Q
O
巴
丁70

雛
除難

響
反鴎毯
驕
叢醗鍛蚕辮構

鐸

のの
図

形

簾

 
▼
計
算
か行
なう
に
便
な
共
線
図
表
▼流
依
の
流
れ
、
電界
等
の

有
様
を
調
べ
る
のに
役
立
つ
等
角
写像
▼
波
形
の
合
成
およ
び
分

析
▼
物
の
製
造
に用
い
ら
れ
る
製
図
等、
理
工
系
に
共
通
した
興

昧
あ
る
基
礎
事
項
を平
易
に
解
説
。
(5
・1
80
買
7
00
円

好評発売中!

屏
電
子
計

機
のプ
聖
雄
獅

慨糺
践
篭

子
工
学
の葉

糊

基
礎
過
渡
現
象
論
北
村
覚
贈

7
5
0
円

石 油 化 学 とその工業 肇欝 郎他
　　　ロの　　ぼ
電 気 磁 気 学 原 論 肇騙 久雄

初 等 関 数 論 輻 墜 ●目鰻

豪妻響 簑鐙膿 昭 晃 堂

ソ
連
か
ら
見
た
チ

ャ
ー
チ

ル
の
横
顔

伝
説
化
さ
れ
す
ぎ
た
巨
星
・
二
十
世
紀
の
政
治
家
に
新
事
実
の
メ
ス
を
入
れ
る

宇
宙
船
で
来
た
別
世
界
の
人
類

残
さ
れ
た
壁
画
に
よ
れ
ば

・
一
万
二
千
年
前
す
で
に
宇
宙
は
科
学
さ
れ
て
い
た

イ
ル
カ
の
脳
は
人
間
の
脳
よ
り
重
い

 
詩
情
と
メ
ル
ヘ
ン
を
呼
び
も
ど
し
て
く
れ
る
イ
ル
カ
の
生
態
と
人
間
と
の
交
流

世界各国で一せい創刊
ソ連ダイジェス ト誌の 日本語独占版!

`67
.2月

・写
真
で
見
る
ソ
ビ

エ
ト

・友
情

の
村
ヤ

ル
ー
ガ

・古
都
サ

マ
ル
カ
ン
ド
の
旅

・
ラ
ト
ビ
ア
料
理
の
作

り
方

・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ー
9
6
7

ラ
イ
ア
ン
の
『
ベ
ル
リ
ン
最
後
の
戦
闘
』

乳
イ
ア
ン
は
反
共
と
偏
見
で
書
い
た
、
と
反
諭
す
る
ソ
連
軍
事
評
論
家
の
挑
戦

ソ
連

ー

い
ず
こ
も
同
じ
、

宇
宙
開
発

・

ま
な

ぜ
離
婚

力
多

い
カ
?

填

舞

懸

禁

.頚

?

第

誌
締
懸

のの
蜷
藺
姦

難

酬

と
い
う
離
婚

767



(2)月 躍日昭和42年(璽967)1月16日
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学園評論

現
状
況
と
我
々
に
つ
い
て

自
照
な
し
〃曙
闇
で
叫
べ
ψ

塗

一
;

駄
達
が
七
れ
遊
意
識
す
.㊨と
台
.qに

か
かわ
りず
、
確
窯
な
時
闘
の経
過
が

現
実
を
連
続
さ
せ
.り
、)時
闇
に
よ
っ

て、
あ
る
地
恵
か
ら
地
意
へ
と移
行
せ

し
めら
れ
る
多
様
な
状
況
表
現
の内
面

をく
く
り
ぬ
け
た
、
寧
ろ
私遼
の認
識

領
瓢
を雌
れ
た
現
実
の
中
に露
く
淀
ん

だ
沈
澱
の中
に
ご
質
時
聞
の見
出
す

陰
微な
桝
界
の
始
避

は
あ
る
よ
う
に

思
わ
れる
。
新
た
瓶
比
を
迎
え
る
と
い

う
頓
自体
、
認
識
と
実
感
の
カ
イ
蹴を

自
d
納
得さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
、過
程

的
表
現外
の
何物
で
も
な
い
の
で
あ

る
.
し
かし
、
「外
界
の
一切
を
気分

の
.つち
に
溶蟹
9る
の
は
、
挙
極
客易

な
月
並
な
仕
事だ
」
と
し
て
も
「魂
の

内
面
西
す
な
わち
、
純
粋
な
あ
こ
が
れ

が
、
た
と
え
、人
に知
ら
れ
ぬ
異
郷
の

巡
礼
に
身
に
や
つし
て
で
あ
う
つと

も
、
具
体
的
な
薄
帖
な
冷
薩
に
鉄ら
た

現
笑
の
中
を
さ
ま
よ
い
㌻
＼と
いつ
こ

と
は
、
ひ
と
つ
の
為
い
貞
実
であ
り
、

奇
蹟
で
あ
る
」
(ル
カ
ー
芦)
と
す
る

な
ら
は
、
現
実
と
の
牛
ける
接
触
に
お

い
て
の
自
己
投
企
が
、
な
みな
み
な
り

ぬ
距
触
を
も
りて
私
達
に迫
って
≦
①

こ
と
留
感
し
な
い
わ
け
に
は
いか
な
い

の
だ
。
私
遠
の
生
の
創
厄
的原
点
が
、

も
は
や
自
照
的
伯
業
抜
き
の、
晴
闇
の

中
で
の
r
さ
ぐ
の
状
態
で
し
か永
め
得

な
い
と
ず
る
な
52ば
、
な
おさ
り
のこ

と
で
あ
る
。

戦
後
二十
針
余
を
経
ん
現
4ー、
ま
心

し
く
七
の
こ
と
に
よ
っ
て
傷
つ
かず
、

無
傷
で
あ
り
、
状
況
の
秩
序
者
と
して

日
常々
為を
続
け
.る個
々
に
と
っ
て凶

循
な
力
法
的
態
度
こ
ては
己
れ
の
唯
一

つ
の亨
脚
点
と
な
の
南
た
し
、
・て
れ
が

結
果
す
る
物
質
的
感
営
の
軍
み
す
ら
感

知
せ
ず
に
も
す
んだ
。
今
、
私
達
に

「内
部
に
仮
仙
繭優
、、88け
ら
れ
九
告
免

の
刃
が
外
部
の
現喫
を
斬
り
か
え
す
と

き
に
は
、
敗
化
感
のま
じ
った
反
発
の

か
た
ち
し
か
と
の
えな
い」
(「無
川

儒
夫
鹸
」
楠
谷
舟
昭)
精
神
構
遺
と
慰

想
し
か
あ
の
得ね
いと
す
る
塒
、
電
層

す
る
状
況
の
錆
綜
関係
の
中
に
分
捌
と

怒
験
の
統
合
的
繕
節点
を
目ら
構
築
し

追
求
す
る
こ
と
が要
謂
され
る
の
で
は

な
い
か
。
な
ぜ
な
りば
一般
的
抽
象
的

理
念
が
、
単
に
知
的観
照
と
し
て
自
足

さ
れ
る
限
り
に
お
い
て、
没
ユ
体
的
現

笑
接
触
の
中
に
己
れを
埋
没
さ
せ
勾と

同
様
に
生
の
実
在
す
る温
ひ
の中
に
ひ

た
り
き
る
な
ら
ば
、自
ず
か
52閑
し
た

樹
界
に
女
住
す
る
と
り
つ
憩
駄
にお
い

て
、
全
.ぐ・同
列
の
位
償
に
お
か
れ.りか

ら
だ
.

・

一一

・

甲

私
超
の
と
の
よ
う
に
で
は
あ
れ、
現

実
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が、
自

己否
定
的
な
し
た
た
か
な
衝
廻
力
をも

うて
「生
」
ての
も
の
の
脊
在
の内
奥

の神
秘
を
問
い
糺
す
、
不
断
の
契
織
と

な
ワ
て
い
るこ
乙は
碑
実
な
しと
で
あ

る
。
こ
れは
常
に
、
私
達
の
内
界
に
つ

さ
ささ
る
現
実
が
、
過
ム
・人
末
の
、

近
似
的な
認識
作
用
に
お
け
る
目
己
目

身
の
二
露化
?促
進唱
9も
の
で
あ
る

か
ら
だ
。

例
え
ば
「か
って
一度
も
臨
張
し
た

連
腕
し
た
思考
に
よ
ワて
粕
神
を
張
り

つ
め
た
こ
とも
な
く
、
し
た
か
.て
一

度
も密
肢
の高
い生
盾
を
経
験
せ
ず
た

だ
周
囲
の
飾
壌だ
け
に
押
し
洗
さ
れ
て

き
た
」
(
「消
酸
銀
」
糠
枝
静
男
)
生

活
が
現
実
で
あれ
ば
「泄
の
な
か
の
こ

と
が
解
っ
て
いる
の
で
は
な
く
て
世
の

出
の
こ
と
をも
合
せて
、
何
か
が
そ
つ

で
あ
る
他
はな
い
形で
解
.佃」
(「文

学
の
楽
し
み
」
凸
田健
一)
の
も
、
確

か
な
現
実
の
一つ
であ
る
のだ
。
け
れ

ど
も
、
私
達
か
現実
に
血き
.0と
い
つ

こ
と
の
意
駄
は
、
実
はこ
れ
り
のこ
と

か
りは
再
出
さ
れ
な
い
の
であ
る
、
現

実
の
「値
し
得
ご
Φ頭
災を
形
而上
争

秩
圧
に
再穂
成
し
て
小
でり
と
する
力

法
にも
真
理
が
あ
る
と
思
わ
ぬ
わ
け
.』

ゆ
か
な
い
と
い
'つ
」と
」
(
「
一坪
の

大
防
」畑
山
博
)
廻自
寛
す
る
」と
か

ら
、
こ
れ
り
の現
実
は
理
解
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
のだ
け
な
の
で
あ
る
。
私
達

の
、
状
況か
b
の反
映
と
し
て
の
各
観

は
総体
的
な
存
血
と
、
反
対
に
私
達
が

作
効し
、構
成
し
て
い
く
献
況
と
の
交

錆
点
に
、現
実
は
あ
り
、
竺
の
自
己
展

開
の
場
が存
る
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
個
人
に
と
って
生
がと
の
よ
う
な
構

造
を
も
っ
て内
化
さ
れ
、
ま
た
仏
達
さ

れ
よ
つ
と
、確
実
な
「生
の
構
造
」
て

れ
自体
の
絶対
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、

私
運
が
て
のこ
と
を意
識
す
る
と
合
と

に
か
か
わ
らず
.てれ
は
時
聞
性
の
中
に

吸
61
さ
れ
、
一短
の価
値
論
的
判
断
を

生
ず
る
と
共
に現
突
の再
構
或
の意
厳

化
を
促
進
す
る
一つ
の過
稗
的
製
炎
」

し
て
転
化
し
て
いく
のだ
。

。…
三
…葦

私
述
が
現
在
直
面
し
て
いる
、
さ
訊

さ
まな
問
題
は
てれ
臼
身
、
蹴
史
的必

然
性
と
因
果
性
を
有
す
る
が
故
に
、現

実
的
過
程
的
栂
造
を
洞
祭
し
た
⊥
で
の

一足
の
解
釈
を
施
し
得
る
。
だ
が
現
征

の私
達
の
盤
活
構
,規
ての
も
の
の
相
対

的
変化
は
、
単
に
状
況
の
醤
箭
解
釈
と

か
論
品
ごも
って
し
て
は
、
状
況
そ
の

も
の
の中
に
埋
没
・吸
収
さ
れ
る
客
観

†
義
的偏
向
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
立

場
に
巡
いや
って
し
ま
う
。
自
己
の
内

的
論
理と
外
界
の
論
理
と
の
カ
イ
罐
が

ケ
ずる
情
感
の
「さ
ま
よ
い
」
や
「階

さ
」
を↑
昇
さ
せ
、
分
析
し
て
行
く
側

的
な
作業
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
大下
泰平
的
反
動
期
に
生
き
る
私

達
に
、魅
力
あ
る
個
惟
的
な
も
の
は
、

現
実
てのも
ので
は
な
い
だ
うろ
か
.

私
迷
の
内的
常
為
の中
で
生
ず
る
カ
イ

賄
の
情
照
を、
新
た
な
糟
神
の
飛
躍
の

胆
機
と
す
る
こ
とは
不
可
能
な
の
で
あ

ろ
つか
。
多
分
、
平凡
な
私
達
掌
煙
に

と
って
てれ
は不
可能
に近
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
外界
と内
界
と
を
授

縫
さ
せ
つ
つ
対
象
鎖
域
11外
界
の深
化

を
凶
る
と同
時
に
、
自
て
の困
界
のあ

の
と
し
りを
執
拗
に
問
い
つ
めて
η
、

ご
乙
は
、
お
一」ら
く
視
覚
さ
れ
る現
実

よ
りは
る
か
に
現
災
的
で
あ
る
根源
的

な
も
の
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ。

私
た
ち
を
と
り
ま
く
状
況
の
一つ
輔

つ
が
蹟
.、て
鴫
い
。
・敢
は
、
私
た
ち

嘱人
一人
の精
榔
の
暗
さ
己重
さ
と
を

合わ
せ
たも
のよ
り
は
る
か
に
重
く
て

暗
い
。ブ
が
、
私
た
ち
が
、
真
に
自
己
一

謡
鰭
饒
難
雛
璽

し
て
いる
の
であ
る
。
個
々
人
の
、
状

況
のも
λる
精
神
的
墨
行
に
耐
え
得
る

寧
固な
砦
が
u八有
さ
れ
る
時
に
、
初
め

鞭
纏
編講
鐡

孟}を
志
呵す
.如個
的
・な作
蕉
が
統
け
一り

れ
る
の
で
あ
りつが
、
そ
れ
は
、
臼
己

と
の
対
決
か
り
妬ま
ろ
の
で
あ
って
、

現
存
の
一つ
の
d会
体
制
が
供
給
す
る

事
狼
を
自
己
の
直接
的
体
験
か
ら
内
界

へ
とド
降
し
て
ゆき
新
た
な
原
画
動
と

も
い
う
へき
も
の
を
再構
成
し
て
行
く

他
は
な
い
の
で
め
る
。自
照
す
る
こ
と

な
し
に
晒
闇
の
中
に
扮
を洗
め、
そ
こ

に
お
い
て
咽四闇
の
情
纏
を
さ
け
べ.

乙
卜

1

先
日
二十
一貝
賀
な
わ
れ
た五
・
二砿
制
服
警
官
蓉

人
事
件
で起
訴
さ
れ
た
瀬
枝
君
の
第
一回
公
刊
は

1ilil旨ヒ!llll;18111!ililll!1111しllillll25!lll!「illl「1!!1!121111il「!Illl

、
今
後
の
戴
判
闘
争
の
力
向
を見
き
わ
め
る
ナ
で
も
颪
要
な
慧
義
があ
った
。
主
要
に
は
裁
判
対
簾
委
員会
側

にこ
れ
ま
で
の
潴
準
備
段
階
を経
て
、
翼
向
か
ら
検
察
側
と
対
決
す
る最
初
の段
階
と
し
て
の
手
が
か
り
を
あ

●

,

●

た
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り、
今
後
、
長
期
的
展
望
を
予
兇
し
た上
で
の理
論
的
作
粟
や
、
大
搬
闘
争

.

のゐ
向
を
も
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
いだ
ろ
う
。
前
二回
に
引
き
つづ
き
、
問
題
の
核
心
た
る
大
学
μ
禰
の
思

.
,

O●

●

想
を
現
笑
的
背
景
か
ら
と
ら
え
る
事
と
い
う
件
業
を
進
め
て
き
た
裁

判
対
策
委
員
会
の
論
文
を
最
終
回
に
掲
載

　

ロ

の
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リ
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。
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邪
)
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お
よ
・て思
想性
に
よ
って
導
か
れ
る

こ
と
の
な
い行
為
な
ど
と
い
う
も
の
は

ど
こ
にも
存
在
レ
な
い
。
と
こ
ろ
が多

く
は
こ
のね
ば
ね
は
し
た
輿理
の
霊み

に
耐
,ろ
bれ
な
く
な
って
、
乾
い
た
い

か
にも
翼理
りし
い
一h
の
図
式
にと

び
つ
く。
お
よ
て思
想
に
よ
っ
て導
か

れる
こと
の
な
い
行
為
な
ど
と
いう
も

のは
ど
こ
に
も
存
在
し
な
か
っ
た、
と

いう
簡
題
な
図
式
に
で
あ
る
。あ
る
い

は
こ
の
図
式
に
ち
よ
い
と噛
み
つ
いて

みて
〃異
邦
人
ぞ
ぶ
っ
て
い
るぽ
っち

ゃん
も
い
る
が
、
ど
ち
らも
受験
勉
弧

が
生
み
落
し
た
健
康
優
艮
児
にレ
かす

ぎ
な
い
。

思
想
性
と
そ
れ
が
対
象
化さ
れ
た
思

想
と
は
あ
く
ま
で
別
物
であ
り
、
思
想

は
思
想
性
と
ほ
屈
折
し
た
り逆
立
し
た

り
し
て
表
出
さ
れ
る
の
を
常と
し
て
い

る
.
し
た
が
っ
て
緻
轡な
請
条
件
の
分

耕
も
な
し
に
、
思
想
と
行為
の対
応
を

図
式
化
し
て
み
た
と
ころ
で、
そ
こ
に

園
折
が
あ
り
、
ま
た
そ
の度
合
が
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
以
上、
し
よ
せ
ん
轡
偽
の

思
想
性
し
か
見
えな
い
ので
あ
る
。
さ

て
思
想
は
常
に
状況
と接
触
し
、
こ
の

接
触
感
覚
が
思想
性
とし
て
は
ね
か
え

って
く
る
の
であ
る
.
こ
の
は
ね
か
え

り
の顎
弱
に
よ
っ
て政
治
行
動
の
力
向

は
決
足
さ
れ
る
の
であ
る
か
ら
、
ま
ず

状
況
の
思
想性
す
な
わ
ち
状
況
を
構

成
、
あ
る
い
は主
導
し
た
階
贋
の
欲
認

水
準
を
明
ら
か
に
する
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
.

た
と
え
ば五
月
二十
五
日
に
お
け
る

状
況
を
考
え
てみ
ょ
う
。
ま
ず
確
突
に

δ
え
るこ
と
は
、
警
冒
の
救
出
を
策
し

た
も
のも
そ
れ
に
反
対
し
た
も
の
も
、

そ
の思
想
性
にお
い
て
い
わ
ゆ
る
「大

学
の
圏治
」と
は
無
繰
で
あ
った
頓
救

出
を策
し
た
者
に
と
って
は
「民
主
勢

力
とか
た
く
団
繕
」
す
る
ζ
と
が
何
よ

り
の問
題
で
あ
った
し
、
概
の
中
に
獺

え
ら
れ
た
「敵
」
を
痛
め
つ
け
る
の
に

大
いに
興
昧
が
あ
った
。
救
出
に
反対

し
た
者
に
と
うて
は
こ
の
問
題
を
意
識

的
に
権
力
と
の
対
決
点
に
設
定
す
るこ

と
に
注
意
が
向
け
ら
蔓

お
ろ
おろ
し

て
い
る
轍警
冨
を
し
め
あ
げ
るこ
と
な

ど
に
は
何
の
閃
駄
も
な
か
っ
た
.そ
し

て
総
じ
て
状
況
を
欄
成
し
て
いた
思
想

鯉
泌
終

i
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あ
っ
た
ら
う
か。
七
れ
は
流
動
し
な
が

一52十
二
月
二十
一日
の
智
公
判
に
エで

向
う
の
であ
る
が
、
こ
の
点
は
戴
判
闘

争
委
員
会第
一論
又
(十
一月
七
U
づ

け
京大
新
闘)
で
述
へら
れ
て
い
る
。

逃
じ
不
可
能
な栽
判
と
い
う
歓
体
物
に

対
面
し
、
六月
の
思
想
札
への
拙
判
を

軸
と
し
て
思想
引
は
思
想
化
さ
れ
て
い

つ
た
。
主妥
には
国
累
の幻
想
支
配
の

機
構
を
解
明す
る
仰
東
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
っ
たが
、
同
時
に
ハ月
の
愚
想
性

で
あ
り
われ
のれ
に
お
い
て
ム
質
的
な

間
魑
の
「つで
あ
る
大
メ
目
沿
諭
の
再

構
成
の必
要
に現
右
迫
一りれ
て
い
る
。

い
ま
こ
こ
では
、
と
く
に
鼠人
を
と
り

ま
く現
実
か
り、
人
,戸の
さr-2に
は
教

育
介被
へ
の強
近
¢
σお
り
G思
つ
。

▼

七¥
十 ▼
周 ・
年:
記'念

・事

会業
会

 

現
る
、
賦
バ創
V
70
周
卿
記
君
事業

な
る
も
のが
、
企
酬
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
す
で
に問
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
つ
。

こ
の討
圃
は
奥
田
総
長
の
ト
で
の串
媚

委
員
会
の成
肱
(三
九
・b
)
以
後貝

体
化
し
、
四
十
年
七
月
に
は
計議
会
で

承
認
さ
れ
、
実
行
委
員
会
が発
足
し
て

いる
。
こ
の笑
翁
妻
員
会
は
各
年部
、

郎
局
か
ら
七れ
そ
れ
十
人
以
内
で推
薦

さ
れ
た
者
に
ょ
って
結
成
さ
れ、
そ
の

中
心
に小
要員
会
な
る
実
質
上
の指
騨

機
関
(樹
成
メ
ン
バ
ー
は
は
ば
準備
委

員
会
のメ
ン
バ
ー
と
同
し
)を
設
け
た
。

こ
こ
にひ
と
つ
に
は
準
備
委
員
会
ー1小

嬰
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
問
題も
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
間
題
な
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
準
備
過
程
の
一疋
の

終
了
期
ま
で
学
生
と
の
諾
レ
合
いが
【

切
な
か
った
こ
と
で
ある
。機
構
が
膨

大
化
し
て
い
る
現
在
の大
掌
に
あ
っ

て
、
大
学
遮
営
に
関し
て
実
質
上
豹
政
{

官
教
授
が
全
権
を
にぎ
って
い
る
以

上
詩
形
式
的な
教
授
会
民
工
η義
を
逆

手
に
と
って
、
す
み
や
か
に
形式
を
と

と
の
え
る
こ
ζぐ
ら
いは
容易
な
こ
と

に
ちが
い
な
い
。
こ
こ
では
行
く
手
を

は
ば
む
し
ゃ
ま
者
は、
ほ
と
ん
ど
字
生

あ
る
い
は
四者
し
かな
い
か
ら
こ
そ
、

四
者
を
最も
恐
れ
る
から
こ
一冥
い
ち

は
やく
体
制を
確
立
し
、
権
威
づ
け
を

行
な
っ
た
と
いえ
る
.
四
十
年
+
月
に

は
四
者
と
の会
談
に
よ
り
募
金
方
法
の

変
更
を
余儀
な
く
さ
れ
る
(ω
教
官
も

含
め
て
在職
職
員
、
②
同
窓
生
、
③
財

界
↓
ω中
止
、
②
範
囲
払
大
、
③
同

じ
)
、
さ
ら
に
院
生
協
の
反
対
な
ど
も

あ
って
、
事
業
の
一部
(ω
研
究
費
の

助
成レ
中
止
、
②
出
版
事
業
ー
中
止
、

③
院
生
奨
学
金
-
中
止
)
が
変
更
さ
れ

た
。し
か
し
こ
の
過
程
に
お
い
ても
、

四
者
も
実
行
委
員
会
に
入
れ
る
こ
とな

く
、
四
一年
一月
に
ぽ
事
業
の大
綱
と

力
法
が
笑
行
委
員
会
に
よ
っ
て
泓認
さ

れ
ー
「学
外
の
代
表
的
な
人
、財
界
政

界
の
人
」
に
よ
っ
て
世
話
人
会が
組
織

さ
れ
た
の
で
あ
る
.
更
に
七月
六
日
に

は
関
酋
の
、
一八
日
に
は
関東
の
「泉

大
七
十
周
年
記
愈
竪・爪促ρ
へ、」
か鮎

}成
さ
れ
る
(ハム長
、
堀
田G
以
鰻行
頭

取
、
副
会
長
芦
以
関
幽
電
力祖
長
、
炎

村
野
村
誠
謹

長
、
革
淋
珀
に
「M、

政
界
の
人
」
が
め
し
.つおし
にな
ら
ん

で
い
る
。
)
こ
の
後援
云
の中
に
、回購

会
が
、
さ
りに
ての中
に
理事
会
が
住

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
様.†は
記
念
事
莱

寡
頭
制
と
も
苫
え
る
ぐ
り
い
であ
る
。

てし
て
・ての
偵
上
に
金
融
賃本
が位
置

す
る
こ
と
も
こ
の
呼
び
各
に化
恕添
え

て
い
る
。

し
か
し
当
初
の
巨
大な
〆
ド
バ
ル
ー

ン
に
も
かか
わ
ら
ず
、
そ
の後
の千
余

曲
折
を
経
て
、
現
在
予
疋
さ
れて
いる

事
業
は
王
畳
に
、
①
以大
会
館
②屋
囚

体
育
鋸
③
奨
学
貿
金
-
碑外
字
術
醐
査

費
ゆ
ヰ
史
編
纂
の
四
点
にし
ぼら
れて

い
る
。
こ
こ
で
暴大
会
館
に
関
し
て

は
、
楽
反
会
館
の
規撲
の大
き
なも
の

}

と
いう
く
・つい
の
イ
,誇ー
ジ
で
、
教
冒

の慰
女
の場
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
予
疋さ
れ
、
一ゐ
学
ケ
会
鋸
は
し
+

周
耳
記念
事
笈
か
りは
ず
さ
れ
る
ま
で

に
いた
り
、
国
蝋
の補
助
に
よ
っ
て
建

てる
と
い
う
実
質
的
に
は
な
ん
の
メ
ド

も
な
い騒
に
解
消
さ
れ
て
い
る
。
総
し

て
七
十
周
年
事
策
は
「鰹
金
な
」
大
争

の胃
成
に
力
が
江
が
れ
て
い
る
が
、
で

は小
冨
僚
果
出
、
あ
る
い
は
寡
顕
制
の

頭目
堀
団
の慰
想
柾
は
い
か
な
のと
こ

鴛
鵬鰯
蘇
嬢
璽

な
り、
前
者
は
椎
力
の
意
向
に
渇
合す

る
こ
とが
、
よ
た
る
輿
味
の
よ
う
であ

る
。し
た
が
って
総
し
て
両
者
の
欲
求

は国
累独
山貧
本
の
欲
求
水
準
に
近似

的
で
あ
りか
り、
次
に
七
十
周
年
配
愈

脳
栄
の腺
動
力
と
も言
.つへ
き
国
家
独

山
資本
の敦
育
思
想
ぜ見
る
こ
こ
」
)

ナ
ワ。

▼
▼
▼
▼
マ
ン
パ
ワ
ー
の
思
想▲
▲
▲
▲

・
・
景

的
に
は
減
少
す
る
草

鑑

欝
肇

ホ
足
を
生
み
む

た
も

・

が
発
き
れ
た
。
・
の
諺

「中
違

峯

の
能
力
・
お
い
て
美

限
極

皇

技
術
の
開
蓼

図
る
今
後
の黎

曙
禰
ニ
ハ年
二月
、
縄
済
番
議
会
炉

ら
「経
済
発
展
に
お
け
る
人
的
能
力
開

発
の課
題
と
対
策
」
な
る
膨
人
な
文
壱

が
,て
あ
役
刮
セ姐
つ人
材
の
礎
成

こ
てが
当
面
の
教
育
の
課
題
で
あ
る
と

る
。
てし
て
教
青
訓
練
の
労
働
力
に与

零
る効
粟
は
長
期
に
わ
た
っ
て
発
揮さ

れ
、
ま
た
長
期
に
のた
っ
て
経
済
効果

を
持
つの
で
あ
る
か
ら
「投
資観
点
か

ら
教
脅
訓
練
費
の
文出
の
規
模
を
拡
大

し
、
一人
当
り
の
経
費
の
増
加
を図

り、
外
要
な
耶
門
の
適
止
な
配
分
を行

鱈

い、
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
へ
き
で

あ
ろ⊃
」
と
一流
の
教
育
投
箕
論
を
展

開
し
て
いる
。
こ
つし
た
投
資
的
観点

から
のへー日
的
な
髭要
な
眼
目
は
科
学

技
術教
宵
であ
る
。
近
汁
の
枝
術
夢
新

の迄
展、
産
業
欄
造
の
高
展
化
は、
生

産
部門
にお
け
る
エ
ン
ウ
ニ
ア
、研
究

部
門
にお
け
る
科
宇
者
の
不
足
、
と
り

わけ
技
術
革
新
の
1
導
者
た
る
後
者
の

科
を教
え
、
と
れ
を
通
じ
て
合
理
的
思

考力
を
撤
養
し
、
総
じ
て技
術
に
対す

る
社
会
的
評
価
の
上
昇
を
実
現す
る
こ

と
、
の
,点
で
零

「

以
i
概
蜆
し
た
だ
け
で
も
=
れ
があ

よO
にも
で
た
・59め
な
思
想
で
あ
る
の

に鷲
かさ
れ
る
。
こ
れ
は
産
榮
構遣
の
}

「ぬ代
化
」
ノ
解
辰
経
済
体
制
へ
の突

酪
繧
撃
濡
飛
脇
狸

●●
●●■O●

さ
て
、
次
に
て
れ
以後
六
月
ニ
ー†
一

日
に
℃る
ま
で
の
状
況を
見
よう
。
五

月
二
十
五
日
の
慰
想
姓
は
そ
れ
以
降

「大
学
の
自
治
を
守れ
」
と
い
つ患
想

[に
お
い
裏

響

れ、
覚
樫

は
そ
こ

に
こ
め
り
れ
る
慧味
内
谷
の
踏
い
に
よ

って
、
あ
る
い
は行
動
方
針
の
相
異
の

中
に
表
現
さ
れ
た
。し
か
し
「大
掌
の

自
治
を
守
れ
」
は
そ
れ
自
身
と
し
て

「良
識
あ
る
都
分」
には
受
け
と
め
ら

れ
て
い
た
。
「大
学
の自
治
を
守
れ
」

の
申
に
小
選挙
区
制
反
対
を
安
易
に
拶

み
て
い
左
民
胃
執行
部
は
「艮
識
あ
る

部
分
」
から
の猛
烈
な
反
発
を
く
ら
っ

た
の
であ
る
。し
か
も
こ
の
部
分
は
再

建
会
議も
し
く
は
闘
争
委
員
会
の
思
想

　

性
と
ふれ
あ
った
わ
け
で
も
な
か
っ

た
。
六月
二十
一B
を
主
導
し
た
「良

識あ
る部
分
」
の
思
想
性
は
総
体
と
し

て
エリ
ート
醸
賞
以
上
の
も
の
で
はな

か
った
。と
り
わ
け
一回
生
の
こ
の
よ

う
な
欲
望
水
準
は
い
わ
ゆ
る
一回
生ナ

シ
ョナ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
現
象を
生
み

だ
し
、
そ
れ
に
雛
生
す
る
冨
僚
さ
え発

生
し
た
。
も
ち
"13ん
こ
れは
あく
ま
で

鱒般
的
煩
向
で
あ
り
、
し
か
も当
時
の

状
況
に
眠
冗
し
た
上
で
の話
であ
る

が
。で
は
九
月
十
七
H
の
慰
想性
は
何
で

必
要
な
大
学
自
治
論
再
構
成

済
諦
劇
の
教
爵
り
課
題
」
の
項
に
於て

は
、
国
家
独
山
資
本
の
教
甫
に
対す
る

今
目
的
な
崇
求
が
あ
り
の
に
小さ
耽
て

齢
る
。
第
一単
「教
育
訓
練
の
長
期
的な
星

本
樹
想
と
課
魑
」
に
お
い
て
で
は、
ま

ず
日
本
経
済
の
今
後
の
誤
魑
は近
代
化

の
推
魁
で
あ
り
、
そ
の
際
技
何革
新が

そ
の
申
心
的
役
割
を
果
す
と
し
、し
た

ー

裁

判

対

策
委

員

会
ー

昨年6月21日の三学部ストライキ(教養部・教胃学邸。文掌那)での高絹は側を持たらしたか
(当日病院内集会で)

 

て
、
し
か
し
勿
論
、
表
側
で
ほ
艮識
的

1

　で
温
和
な
頗
を
し
な
か
52胤
仔し
て
い

く
の
で
あ
る
.

国
家
幻
想
破
壊
の
作
業
を
推
進

ヒ
ごせ
、
埆
加
す
る
中
高
年齢
者
には

新
技
術
への
適
応
力
を
つ
け
る
た
めの

再
教
育
、
再
訓
練
を
ほ
ど
こ
さ
ね
はな

ら
ない
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に体
系

化
と
称
し
て
階
層
的
専
問
化
の
遭を
説

いて
お
り
、
こ
の
様
な
近
代
的港
職
策

一観
の
確
立
は
、
能
力
上
綾
に
蝕つ
いた

寅
銀
、
屈
用
制
度
、
及
び
近
代意
識
の

音
及
に
も
一段
買
う
だ
ろ
う
とし
て
い

.捜
術
的
教
育
の
課
題
と
し
て
次
の
三
点

を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わち
ヤ
そ
れ
は

①従
米
の
技
術
教
冑
面
に
加
}柔

基礎

科
学
を
充
実
す
る
と
共
に
理
学
部を
払

充
す
る
こ
と
、
②
施
設
、
設備
の整
備

と
関
係
教
員
の
必
要
数
の
確保
と質
の

向
上
、
③
社
会
科学
部
門
に
お
いて

も
、
科
学
技
術
の
教
育
を
取
り
入れ
、

小
中
働等
学
松
に
お
い
ても
数掌
、
理

庶
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三
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昨
年
十
月、
三派

團
系
酒
劒
家
の
影響
ト

に
め
る
二
六
大
字
上
b
目
浴会
の慧

志
粕
集
に
よ
り
全
学
連
再
建
準備
会

が
結
成
さ
れ
て
い
た
が、
十
二月
の

全
学
連
再
建
大
会
は同
轟
備会
の
呼

び
か
け
に
よ
っ
て
ひ
り
かれ
た
。
結

成
さ
れ
た
全
学
超
に
止式
加
盟
す
る

自
拾
会
数
は夫
諾
だ
が
、
再
建
大
会

参
加
は
三
五
大学
七
一自
治
会
で
、

地
力
字
連
とし
て
は
菓
駅都
学
逆
、

京
都
肘
学連
の
み
だ
が
人
学
は
全
国

に
わ
た
って
いる
(卑
備
委
の
招
請

状
で
は支
持
自
治
会
は
九
四
大
学
約

一QO
国治
会
に
43た
って
い
る
。

民
遭系
全
争連
加
盟
は
昨
年
後
期
で

八五
大
掌
一九
〇
目
心会
ほ
ど
)
全

学
連
再建
は
ほ
と
ん
と
痛
動
凱
段
階

の績
集
の
み
で
行
な
わ
れ
、
訂
論
の

中
で
全
宰述
再
建
の
必
程

の
訟
譲

は
極
め
て
抽
象
的
に
情
勢
分
析
ー
危

機
意
識
ー
闘
う
協
隊
の
必
典
と
い
う

風
な
形
で
し
か
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

各
派
の
分
耕
の
中
で
見
ら
れ
る
特徴

は
世
界
情
勢
な
り
日
本
の
階
級
構
池

な
り
の
分
析
を
通
じ
て
導
き田
さ
れ

て
く
る
反
帝
同
箏
・ゾ
ロ
レ
タ
ー3
!

革
命
の
あ
り
力
と
い
っ
た
も
の
を蕪

媒
介
的
に
全
学
連
再
建
の
必
要性
に

む
す
び
つ
け
て
い
る
こ
と
だ
と
い
え

る
。
自
己
の
遡
蜘
の
存
狂
基
盤
の分

析
と
い
う
風
な
形
で
は
ほ
と
んど
討

論
が
行
な
わ
れ
ず
極
め
て
抽
象的
な

形
で
学
生
運
蝉
の
任
務
力針
が
誘
ら

れ
た
た
め
相
互
討
論
の
き
っか
け
が

ほ
と
ん
ど
つ
か
ま
れ
な
か
っ
た
。例

え
ば
社
学
同
の
(
ヘ
ゲ
七
ニ
ー
V
マ

ル
同
の
(
反
ス
タ
ー
リ
ニズ
ム
V社

膏
同
の
(
大
衆
の自
立
Vな
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て相
互
に吝
観
主

義
あ
る
い
は
観
念論
と
批
判
し
合
う

こ
と
に
終
始し
、
罰
論
は
深
め
ら
れ

な
か
っ
た
。方
針
は
採
択
さ
れ
た
任

務
力針
案
に
小さ
れ
て
いる
が
、
こ

の
議
案
書自
体
[}派
で
分
但
し
て
省

か
れ
て
いて
内
篭
の
統
一を
欠
い
て

いる
。ま
た
組
織
も
5加
自
浦
《
中

で
の各
派
の
勢
力
北
に
位
って
九
・

九
・
二
に
な
って
お
り
、
こ
の
一.派

系
全学
連
は
と
り
あ
凡
ず
い
ま
よ
で

都
学
運
、
禦
都
肘
学
連
な
ど
を
中

心
に純
け
ら
れ
て
き
た
闘
争
目
模
と

行
動
に
お
け
る
統
一をさ
ら
に
保蹄

し
、
そ
の
影
響
を
全
国
的
に
広
げる

た
め
の
機
関
と
な
る
も
の
と
考
えら

れ
る
。
全
学
連
と
し
て
こ
れ
ら
の闘

争
の
ヘゲ
七
ニ
ー
を
握
る
こ
と
によ

うて
、
ど
の
よ
う
に
全
国
大
会
の結

集
と
学
生
の
支
持
を
獲
得
す
る
か
に

ウ

㌔シ、護

よ
っ
て、
他
の
二つ
の
全
字
連
(単

マル
系
、
民
肖
系
)
と
の
勢
力関
係

や
、
全
学
連
と
し
て
の
体
裁
と内
笑

を
獲
得
す
る
か
が
決
定
す
るだ
ろ
う

し
こ
の
よ
.つな
哩転
し
た
形
で
の全

学
連
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
の憲
昧
も

そ
の
よ
.つな
還
甥
の
中
で
明ら
か
に

な
る
こ
と
で
あ
りう
と
思
われ
る
。
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応
させ
て
、
全
教
育
体
系
を
改
編
しょ

一う
と
いう
押
論
で
あ
る
が
、
教
育
の
査

相
は
そ
れ
自
身
多
様
な
部
分
律
でも
っ

て
複
縦
に
運
動
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
部
分
磁
を
魅
れ
て
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ソク
に
理
諭
を述
べ
て
み
た
と
こ

ろ
で
、
そ
れ
自
身
部
分
律
以
上
のも
の

には
、
交
り
んな
い
の
で
あ
る
。し
か

し
少
な
く
と
も
、
現
在
の教
育
の方
向

を
決
疋
す
る
「つ
の
欲
求
が理
論
的
に
一

は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
収敏
され
る

よ
う
な
力
向
性
を
も
っ
て
いる
と
いう

こ
と
は
お
さ
え
て
お
かね
ば
ね
ら
な

いぎ

て
こ
の
虫
薮

求
は
・
大
鑑

に
何
を
求
め
て
い
る
の
で
ありつ
つ
か。

同
轡
し
お
い
て
「局
等教
育
の払
充
整

備
」
の
項
で
は
、
次
の様
に述
へて
い

る
。
①
人
字
者
選
抜
制度
の合
理
化
、

の
項
参閃
)
、
③
掌
部
学
科
の
改編
、

④施
設
、
設
備
の
充
実
、
文
、
教
員
養

成
に関
し
て
は
、
そ
の
免
凶
制
度
の
改

}編
の必
嬰
性
な
と
を
指
摘
し
て
い
る

(教
育
免
計
法
の
項
参
照
)

こ
のよ
・2
信大
学
に
対
す
る
ブ
ル
ジ

ョ
アジ
ー
の欲
求
は
、
一担
、
国
家
と
一

文

学

部

で

も
増

設

現
代
史
学
議
座

文
字
部
で
は
、
か
44
一」か
ら
学
生
の

要
望
が
多
か
,た
現
代
災
学
講
邸
を
史

字
科
内
に
新
設
す
る
こ
と
が
決
冠し
、

来
春
か
ら
発
足
す
る
は
こ
び
と
ね
う

た
。
な
お
、
こ
の
新
設
講
座
の
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
粛
機
構
や
満
座
内
'、げに
っ
い

て
は現
る
、
構
想
を
準
備
中
と
の
こ
と

で、
そ
の
罐
細
に
っい
て
は
近
日
中
に

発
表
さ
れ
る
見
込
で
あ
る
。

嚇
「②
教
甫
内
谷
の
改
階
(人学
設
置
塁
鵬

▽
町
正
と
お
詫
び
△

一
三〇
九
月
一面
掲
軌
、
藤
枝
君
初

公判
の記
扇
中
「有
志
教
冨
と
の
話
し

あ
いが
も
た
れ
た
が
、
こ
の
結
果
は
ポ

明
であ
り
」
は
事
実
誤
認
紀
つ
き
、
削

・除
し
ま
す
。

一

=
「=
0
弓
}面
掲
載
・長
浜
新
法

ロ

薙

叢

鰹

題

耀

「長諏政寿
教授」U
司正し

いう
止体
不
明
の
軟
体
存
合
に
吸
収
さ
「学
部
長
写
真
の
説
明

「レ
浜
」
寿
教

i

陵

莚

戦後の政治闘争の中では最も大きかった玄保闘争が敗北に帰した時、
多くの活動家は消耗していった。確かに玄保を総揺する中で、直接的意
識的には「消耗したこと」を総括しなかったにせよ、消純していったノ
ァクターは例えば闘争の位置っけ、敗北とは、等々に提起される。
実際、蚕保闘伯の後学生だけでなく多くのインテリゲンチャも消耗し
ていった。それはあたかも「消耗しない奴は愚の骨贋た」というような
風醐をさえ生みだした。そうな輯ま「消耗した集団」も直接的意識的に
消耗した人間供と不和霞同的に、あるいは嵐心的に消耗した人間供に分
け慧鷲譲 £も

,潤。消 耗 こ議乏饗 野 震
いる。人学の危機専という甘い戯己でなく全国に頻発する学園闘争、政
知闘'葺の過程において、活動家供は正しく自分自身を皮を剥すよ⊃にす
りへ`2しているのかも知れないし、学生大衆はタブカン、アソビノでっ
ずめつくされた構内で(沓教室、食堂の中までもそうだけれと》、鳴呼
俺の自由が欲し船、誰もアソリに来ない教主で勉強したい。ビラのない
、った何にもない所で腹いっぱいメシが食いてえ等と葛え侭ならぬのを
はかなんでいるかも知れぬ.鳴呼これからは消耗を通り越して世紀人的
逗廃へいくのかなあ/.(二)

 

こ
と
ば
の
現
象
学
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現
代
の
激
し
い
歴
史
的
変
動
の
中
で
、
日
本
の
法
体
系
は
か
つ
て
な
い
変
貌
を

と
げ
て
き
た
。
政
治
・
経
済
・
社
会
と
複
雑
に
絡
み
あ
う
膨
大
な
現
代
法
秩
序

を
い
か
に
し
て
全
体
と
し
て
捉
え
、
そ
の
動
向
と
問
題
性
を
具
体
的
に
解
明
す

る
か
。
本
講
座
は
ま
さ
に
こ
の
現
代
法
学
最
大
の
課
題
に
対
す
る
学
界
初
の
挑

戦
で
あ
る
。
在
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
各
法
分
野
の
枠
を
超
え
て
、
学
界
の
第

咽線
に
立
つ
中
堅
、
新
鋭

=
二〇
氏
の
組
織
的
討
議
か
ら
生
れ
た
各
論
文
は
、

法
学
の
将
来
を
指
向
す
る
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

●
各
巻
の
内
容
と
編
者

コ
現
代
法
の
展
開

2
現
代
法
と
国
家

3
現
代
の
立
法

4
現
代
の
行
政

5
現
代
の
裁
判

6
現
代
の
法
律
家

7
現
代
法
と
経
済

小
林
直
樹
編

諜
難
編

芦
部
信
宴
編

醗
㌃
編

三
ケ
月
章
編

潮
見
俊
隆
編

渡
辺
洋
三
編

98

羅婆婆

棄罠
加
璽

郎
●

矢
沢

惇
編

1112
羅

塗

屡

社
会
募
竺

編

13

井
..
肇

10
現
代
法
ど
労
働
躰
鍛
囑
編

現
代
法
と
刑
罰

平
野
三
編

現
代
法
の
思
想

14
外
国
法
ど
日
杢
汰

15
現
代
決
学
の
方
法
伊
藤
正
己
編

碧
海
純

一
編
.

誓
民
法
総
則
食薩
↓

駿
鐸

巣
署

我
妻
民
法
の
学
説大
系
は
昆
法
講
鵜に
剰
す
と
ζ
う
が

な
い
.
本
雷ほ
そ
の第
一巻
、
金
い系
の
か
な
め
を
な†
.
最
新
の
判
例

に
よ
p
介聞
的
に加
筆
レ
苓

物

権
▲
5
判
・五
=エム員

七
竃
◎田

法
霞薩
↓
馨

傘

魏
饗

巣
著

物
権
変
動
を
申
心
とす
る
部
門
か
ら地
上
権
・入
会
権

等
の
不
動
産
を
扱
い、
物
権
朗
支
配
の法
秩
序
維
持
を目
的
と
す
る
占
有

権
を
取
り
上
げ
て
稿を
結
ぷ
.

A
5
判
・三
九
〇頁

大
O
Ω
円

誓
債
権
給
強
馨

)

豊
要

巣
署

最新
の
判
例
を
3
照
し、
混
外
の
理
論
を
紹
介
レ
つ

つ、
資
本
主
義
経済
機
梅
の
根
幹
を
なす
債
擢
理
諭
を展
開
す
る
。
債権

聞
係
の
法
蟹
釈
に
新
雁面
を
開
く
.
A
5
判
・六
一一責

七
三
Ω
肖

近
代
社
会
と
法

川
島髭
曹
薯

近
代法
体
系
と
翫
会構
造
と
の
相
関
関
撮と
、
そ
こ
に

内
在す
る
矛
眉
と
変
動を
科
学
的
に
考
察し
、
経
験
科
学
と
して
の
法
律

学
の樹
立
を
目
ざ
した
労
作
.

.
A5
判
・二
八
四
員
四
三
〇
円

獲
辺
浄
三薯

閨蒙
法と
生
け
る
法
など
、
法
現
象
に
お
ける
社
会
科

学
的
側面
と
法
解
釈
方
法論
と
の
結
び
つき
を
論
じ
-
旧
来
の法
学
理
論

の
批
判的
再
検
附
に
ま
で笈
ぶ
.

A
5判
・四
四
八
頁
七
〇
〇
円

法
に
お
け
ゑ
織

罎

ヴ
ィ
ノ
グ
,ド
フ
著
/
塞
鱈三
次
・蓬

盲
醗
市
罠
の
撰
利
義務
は
法

に
よ
って
生
き
、
法
の
世界
は
民
衆
の
常
識
から
生
ま
れ
る
。
室
書は
法

の
本
質
、法
の
目
的と
手
段
を
硯
いた
百
万
人
の
法
学
入門
.
顧一一玉0
円

ハ
ン
臼環
.て
使
い
易
い
小
型
六
法
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末
川

博
総饗

翁
厳
醒
甑
罫
繍
解
罎
髄
器
轟

⑤
色
版

4
年

B
6判
・
一三
八
〇
頁

定
価

五
五
〇
円

髭較
参
■
丁
各
■
・噺旧
燈
◎
、
●
勲
塁
又
・謹
否
0
項
累
引
何
▼
脚
冠
大
改
正を
晃
金
に
収
録
昭
和
四
十
一年
宕
月十
四
日
公
布
され
だ
簡
法
の
改
正

及
びそ
れに
伴
う
奮
隅会
社法
、
商
業
套
舞

会
社
更
生
法、
非
訟
箏
件
手
続法
等
に
関
ず
る
葉

兀全
に
織
り込
ん
だ
.
▼
寒
冨
と坐
冒に
必
要
な
法

9
を網
■

畏
0
藝

・民
法
・僧
紬
擾
・億
嫁
法
・自勤
車
損
属
磨
償
保
障
法
・公
職
選
挙
法
・国
民
の
祝
日
法
・健
簾
保
険
法
。税
法ほ
か
改
正
法
先
、

全
収録
。
執
行
宮
法
・担保
附
社
債
儒
託
法
・闘
賦
販
売
茨
・印
紙
税
法
等
新
収
録
五件
.
▼
各
国
の絃
令
を
些
暇参照
で8
る

憲゚
法
・民
法
・労
働
法
等

の
各部
門
.
申
で
も
比較
懸
法
条
文
窺
は
、
魂頁
を
費
し
て
項
目別
に
客
国
憲
法
条文
を
比
較
参
照
でき
る
。
▼
旧
法令
を
比
較
9
照
で
8
る
旧
慧
法
・行

政
争訟
関
係
旧
法
令
・民
法
旧
規
足
・商
法旧
規
定
・治
安警
察
法
・治
安
維
持
法
・出
版
法
・新関
紙
法
等
。
▼
圧倒
的
に
充
鍵
し
た
■
瞭
壕郁
門

岡
際

法
の講
義
に
必
要
な
条
約協
定
等
も
れ
な
く収
録
(国
際
関
係主
嬰
項
目
資
料
・外交
関
係
に
関
す
るウ
ィー
ン
条
約
等を
含
む
).し

▼
付
■
「法
の
成
立

と
運営
」
「手
該
墨
=
覧
」
箸
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冠令
瓢
二
七
七伶
V

漣
録
匪
7
月
簿
予
足
/
ご
希
望
の方
に
巻
毘い
箋

」

末
川

《
収
録
法
令
六
五
五
件
》

ム
量

・二
三
山㊧
員
ニ
ニ
O
O
円

γ
層
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